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事事事事    業業業業    効効効効    果果果果    
 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み    
 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

    

    

    

    

    

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 

「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

事業名 星の郷づくり・星空サミット事業 

事業主体 

（連絡先） 

南牧村観光協会 

（長野県南佐久郡南牧村大字海ノ口 1051 南牧村役場内） 

事業区分 （３）教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 858,612 円（うち支援金：643,000 円） 

（活動写真）

①星空案内人の育成 

②星空観望会の開催 

③星空観光のツールを作成 

 

※自己評価【    ＡＡＡＡ    】 

【理由】 

・星空案内人を予定より多い 35 名 

 育成できた。 

・星を見に来た観光客が 15％増加 

 

【講【講【講【講座の様子】座の様子】座の様子】座の様子】     

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

①支援金を活用し佐久広域連合と連携しながら「星空案 

 内人」（準）を３５名育成することができた。 

②定期星空観望会を開催し、101 名の参加者があった。 

 また、宿泊業組合の調査により星を見に来たお客様が 

 昨年より 15％増えた。 

③スターウォッチングマップを星空①のイメージキャ 

 ラクターを作成したことにより、佐久広域で星空観光 

 を発展させるためのツールができた。 

 

地区の高原は星空を見るための条件が良いため、星を見

に来られるお客様が多い。そのために星空を案内できる

ためのガイド「星空案内人」を育成。また、星空案内人

による星空観望会を開催。スターウォッチングマップや

星空のイメージキャラクターを作成。 

・星空案内人資格認定講座を開講 9 月～11 月認定者 

 35 名。 

・定期星空観望会を開催 6 回 101 名参加。 

・スターウォッチングマップを作成。 

・星空のイメージキャラクターを作成。 

 

 平成 27 年度も引き続き星空案内人（正）を育成し、佐久地区を星の聖地として県内外に知ら

しめる。平成 27 年 10 月には南牧村で星空サミットが開催されるので星空観光を全国に広めてら

れるよう取り組む。 

 


